
１ 新入生の人数　下の会話文は，ある中学校の数学の授業における先生と生徒たちのやりとりの一部である。
これについて，あとの問いに答えなさい。

　先生： うちの中学校では，昨年度の新入生は男子，女子合わせて 70 人だったけれど，今年度の新入生の男子，
女子の合計は，昨年度より2人少なかったよ。今年度の新入生は，昨年度より女子は 10 ％増えたのに

男子は 20 ％減ったからね。それでは，今年度の新入生は男子，女子それぞれ何人だったのか，求めて
みよう。松本君，どういう式をつくったらよいかな？

　松本：まず，昨年度の新入生の男子をx人，女子をy人とすると，昨年度の新入生の人数の合計について，
　　　　　　x+y=70　……①

　　　　 という式ができます。それから，今年度の新入生の男子は 0.8x 人，女子は ア  y 人と表すことができ

るので，今年度の新入生の人数の合計について，
　　　　　　0.8x+ ア  y= イ 　……②

　　　　という式もできます。

　先生：そうだね！　では，遠藤さん。松本君がつくった①と②の式を連立方程式として解いてみてください。
　遠藤：ちょ，ちょっと待ってください。えっと…。x= ウ ，y= エ  でいいですか？

　先生： OKです！　でも，これだと昨年度の新入生の男子，女子の人数しか求めたことにならないですよね。
田中君，今年度の新入生の男子，女子の人数はそれぞれ何人ですか？

　田中：x= ウ ，y= エ  だから…。今年度の新入生の男子は オ  人で，女子は カ  人ですね。

　先生：よくできました！　さて，とりあえず答えは出ましたが，他の考え方をした人はいないですか？

　⑴　上の会話文の ア ～ カ  にあてはまる数をそれぞれ求めなさい。ただし，同じ記号の空欄には，そ
れぞれ同じ数が入るものとする。

 ア〔　　　　　　〕　イ〔　　　　　　〕　ウ〔　　　　　　〕

 エ〔　　　　　　〕　オ〔　　　　　　〕　カ〔　　　　　　〕

　⑵　上の会話文の下線部について，山崎さんは，昨年度の新入生の男子の人数をx人として，次のようなxに

ついての1次方程式をつくった。次の  にあてはまる式を求めなさい。

　　　(山崎さんのつくった式)　　  =-2

 〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕

会話文などから必要な情報を抜き出して式をつくったり，問題の解き方を自分で説明したりする問題が
近年よく出題される。また，日常生活と結びついた話題を通して，数学的な考え方の良さを実感できる
ような問題も増加傾向にあるので，いろいろな問題にチャレンジしておこう。

  問題を
とく前に！

1 会話文を読み解く
KEY

先に設問部分に目を通しておき，目的意識を持って問題文や会話文を読み，条件を整理しよう。
ただ問題文や会話文を読むのではなく，必要な情報に下線をひいたり，重要な数値に印をつけたりしながら読む習慣
をつけよう。

思考と活用12

─ 46 ─ ─ 47 ─



４ 待ち時間と規則性　優香さんの中学校では，4月に新入生100名に対して，身体測定を行うことになった。
身体測定の開始時刻は午前9時とする。下の〔資料〕は，身体測定当日に新入生に渡す進行のようすの説明書
であり，図 1は身体測定の流れのイメージの図である。

　新入生1人につき，身長・体重測定に30秒，視力検査に40秒，聴力検査に50秒かかるとき，次の問いに答え
なさい。ただし，測定や検査の間の移動時間は考えない。

　⑴ 　図 2は，測定や検査の流れを模式的に示した図で，1班の1番の人から身長・体重測定を始めるとする。

また，Pは身長・体重測定の時間，Qは視力検査の時間，Rは聴力検査の時間， は測定や検査の待ち時

間を表している。例えば，図 2から，3番の人が聴力検査が終わるまでにかかる時間は220秒，そのうち，
待ち時間の合計は100秒であることがわかる。

　　①　8番の人の待ち時間の合計は何秒か，求めなさい。
 〔　　　　　　　　〕

　　②　36番の人が身長・体重測定を始めるのは，何時何分何秒か，求めなさい。
 〔　　　　　　　　〕

　　③　1班のn番の人が聴力検査が終わるまでにかかる時間は何秒か，nを用いた式で表しなさい。

 〔　　　　　　　　〕

　⑵ 　46番の人が聴力検査を終えた時点で，2班の51番の人から身長・体重測定を始めるものとする。

　　①　46番の人が聴力検査を終える時刻は何時何分何秒か，求めなさい。
 〔　　　　　　　　〕

　　② 　51番の人の身長・体重測定が始まってから聴力検査が終わるまでの待ち時間の合計は何分何秒か，求め
なさい。

 〔　　　　　　　　〕

① 　受付で，1番から100番までの番号札を受けとり，番号札を首にかけてください。1番から50番まで

を1班，51番から100番までを2班とします。

② 　生活指導の先生が誘導しますので，指示があった班は身長・体重測定を行う教室の前に番号順に1列

に並んでください。

③ 　番号が呼ばれた方から順に1人ずつ，身長・体重測定，視力検査，聴力検査の順番で測定を行ってく
ださい。

図1 身長・体重測定 視力検査 聴力検査

〔資料〕

図2
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1 次の問いに答えなさい。 

□⑴　4-10*
5
2

  を計算しなさい。

□⑵　6ab2*(-2a)÷4ab  を計算しなさい。

□⑶　(√ 5 -3)(√ 5 +4)-√ 45   を計算しなさい。

□⑷　連立方程式
4x-3

6
-

y-3
4

=2

　6x-4y=21

  を解きなさい。

□⑸　1次関数  y=ax+3(a<0)について，xの変域

が  -1≤x≤2  のとき，yの変域は  -1≤y≤5  であ

る。このとき，aの値を求めなさい。

□⑹　右の図の平行四辺形

ABCD で，EF™BD  で

あるとき，△ABEと面

積の等しくない三角形を，
次のア～エから1つ選び，
記号で答えなさい。

　　ア　△BDE　　イ　△BDF

　　ウ　△ADF　　エ　△ADE

□⑺　1つのさいころを2回投げ，1回目に出た目の

数を十の位の数とし，2回目に出た目の数を一の

位の数とする2桁の正の整数をつくる。この整数

が4の倍数となる確率を求めなさい。

□⑻　右の図の平行四辺形

ABCD で，点Eは^C の

二等分線と直線 AB との

交点である。^x の大き

さを求めなさい。

□⑼　Aさんの家から本屋までの道の途中に薬局があ

る。家から薬局までは上り坂，薬局から本屋まで
は下り坂である。Aさんは，家から歩いて本屋に
行き，同じ道を歩いて家に帰った。上り坂は分速
60 m，下り坂は分速 90 m で歩いたところ，行き
は35分，帰りは40分かかった。家から薬局までの

道のりは何 mですか。

□⑽　右の図の台形の面積

を求めなさい。

 各 3点，⑷完答

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ x= y= ⑸ a=

⑹ ⑺ ⑻ 度 ⑼ m ⑽ cm2
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必ずとりたい小問集合①
※チェック欄□つき。できるまでくり返そう！

得点制限時間

30点分
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